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１．研究計画の概要 

スペイン語の語彙に関して、歴史的な変化と
地域的な変異を追究する。歴史的な変化につ
いては、１０世紀～１７世紀の流れを総合的
に記述する。地域的な変異については、スペ
インとラテンアメリカの現代都市語彙のバ
リエーションを観察する。合わせて、語彙研
究の方法（資料収集・分析）を開発する。 

 

 

２．研究の進捗状況 

語彙歴史研究は、２０１１年３月に予定して
いた、アルカラ大学教授サンチェス・プリエ
ト氏との集中的共同研究が地震発生により
２０１２年度に延期することになった。語彙
地理研究については、これまでに収集した資
料を整理し、新しい資料収集方法を開発中で
ある。 

 

 

３．現在までの達成度 

③やや遅れている。統計的手法を導入し、広
域スペイン語のバリエーションの分析法を
開発した。 

 

４．今後の研究の推進方策 
地震により中断している歴史的変化研究の
遅れを取り戻す。語彙バリエーションのデー
タベースを完成する。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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